
ク ア ラ ル ン プ ー ル ・ チ ャ イ ナ タ ウ ン の 黄 金 時 代 を 想 起 さ せ る
ク ワ イ ・ チ ャ イ ・ ホ ン
周蔚延（愛知淑徳大学外国語教育部門講師）

　マレーシアの首
都クアラルンプー
ルのチャイナタウ
ンのプタリン通り
から西に１つ筋違
いのパングン小路
（Lorong Panggung、
マレー語で「舞台
小路」）は、地元の
人たちにクワイ・
チャイ・ホンと呼
ばれてきた。再開
発を経て、クアラ
ルンプールで最新
の観光名所の１つ
として、また最も
インスタ映えする
スポットの１つと
して、2019年以降
注目を集めてい
る。
　クワイ・チャイ・
ホンは「鬼仔巷」

の広東語読みで、「おばけ小路」を意味する。名前の由来に
は３つ説がある。
　１つ目は、この小路で遊ぶわんぱくな子どもたちを「ク
ワイチャイ」（鬼仔）と呼んだという説である。２つ目は、
この小路には暴力団や泥酔者、麻薬中毒者、犯罪従事者な
ど「クワイチャイ」と呼ばれる人たちがたむろしていたと
いう説である。３つ目は、この小路が龍虎会という犯罪組
織の隠れ家で、その団員が「クワイチャイ」と呼ばれてい
たという説である。
　クワイ・チャイ・ホンには100年余りの歴史を持つ古い
建物が並び、その壁はチャイナタウンの黄金時代とされる
1960年代をテーマにしたウォールアートに彩られている。
中国の伝統楽器である二胡を演奏する老人や、対聯（つい
れん＝赤い紙に縁起の良い対句を書いて門やドアの両側に
貼る装飾）を書く書家、娼家の窓から客引きする娼婦など
が描かれている。
　とりわけ目を引くのが、2.5階分の高さを誇る巨大壁画
である。ゴム飛びをする子どもたちや、洗濯物を干す女性、
床屋など、1960年代の生活をイメージさせる絵が描かれて
いる。壁画の前に置かれた椅子に座ると、壁画の中の床屋
に髪を切ってもらっているかのような写真を撮ることがで
きる。
　この巨大壁画では、カーラーを髪に巻き、たばこを口に
くわえた女性が存在感を放っている。華人の文化や社会に
詳しくないと、この女性が何者か分からないかもしれない。
マレーシアの華人はこの女性を見ると、ほぼ間違いなく大
家だと認識するだろう。マレーシアや香港の華人社会には、
１つの部屋を小さな部屋に分割して貸し出し、家賃収入を

得る大家が存在した。
　クワイ・チャイ・ホンにもその歴史があった。壁画の女
性の風貌は、マレーシアでも人気の香港の映画監督チャ
ウ・シンチー（周星馳）が監督・出演した『カンフーハッ
スル』（2004年）に出てきた大家と酷似している。そのた
めマレーシアの華人は壁画のこの女性を大家であると認識
する。
　クワイ・チャイ・ホンは食でも1960年代を演出する。古
い建物が改修され、本格的な地元料理を提供するレストラ
ンやカフェ、バーに生まれ変わった。一番の人気店は、何
九海南咖啡店（Ho Kow Hainam Kopitiam）である。
　同店は、中国海南省出身の何家信が56年に設立し、お茶
や半熟卵、トーストなどを提供してきた。当初の店名は「信
記」で、何家信の息子で現在の店主である何九が事業を継
承した時に現在の店名に改称した。何九海南咖啡店が提供
する代表的な料理には、バターとカヤジャム（ココナツミ
ルク、卵、砂糖をベースにした甘いスプレッド）をサンド
したトースト、カレーチキン、海南茶とその他多様な飲み
物などがある。
　これらの料理は海南省にルーツをたどり得るが、マレー
シアで独自の発展を遂げたマレーシア料理である。
　他方でクワイ・チャイ・ホンの再開発は、歴史的・文化
的な正統性に欠けているとの批判もある。例えば、クワイ・
チャイ・ホンの建築物には広東省西関の建築様式が見られ
るが元来の様式や色が損なわれたとの批判がある。
　これに対して、再開発を担ったプロジェクトマネージャ
ーのジーン・チャンは、若者にも年配者にも足を運んでも
らうことで歴史が記憶され継承されることを願い、歴史の
断片の修復に最善を尽くしたと語る。
　クワイ・チャイ・ホンは、華人の文化と芸術を体現して
いる。他方で、華人以外の民族も数多くここを訪れており、
多民族・多文化のマレーシアの縮図となっている。間もな
く世界からも多くの観光客がここを訪れるであろう。
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